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「
新
年
度
に
あ
た
り
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋
光
男 

会
員
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。 

陶
芸
の
マ
イ
ブ
ー
ム
も
去
っ
て
10
年
経
ち
、
横
浜

陶
芸
友
の
会
は
４
月
に
創
立
41
年
目
に
入
り
ま
し

た
。
例
年
の
行
事
で
あ
る
作
品
展
及
び
焼
成
会
に
加

え
て
創
立
40
年
の
記
念
式
典
（
懇
親
会
）
を
ホ
テ
ル

横
浜
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
10
月
３
日
（
土
）
12
時

か
ら
14
時
で
計
画
い
た
し
ま
し
た
。 

作
品
展
開
催
時
に
行
っ
て
い
る
懇
親
会
に
参
加
で
き

な
い
方
及
び
年
配
者
に
も
配
慮
い
た
し
ま
し
た
。 

友
の
会
の
会
員
数
が
年
々
減
少
し
て
60
余
名
に
な

り
、
ど
う
し
た
ら
仲
間
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
ま
た
友
の
会
が
会
員
に
と
っ
て
よ
り
魅
力
の
あ

る
会
に
な
れ
る
の
か
を
皆
で
声
を
出
し
合
っ
て
行
動

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
機
会
に
仲
間
同
士
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、 

お
互
い
の
知
識
や
技
術
で
陶
芸
の
楽
し
み
を
深
め
て

い
く
中
で
、
知
り
合
い
を
誘
い
込
ん
で
の
会
員
増
員

な
ど
横
浜
陶
芸
友
の
会
の
更
な
る
発
展
に
向
け
て
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

総
会
の
報
告 

５
月
16
日
（
土
）
13
時
よ
り
新
緑
の
美
し
い
季
節
に

18
名
の
会
員
が
集
ま
り
各
議
案
に
つ
い
て
報
告
、
審

議
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

・
会
長
の
挨
拶 

・
議
長
書
記
の
選
出 

○
議
事 

26
年
度
事
業
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 

決
算
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 

監
査
報
告 

 
 
 
 

27
年
度
事
業
計
画 

 
 
 
 
 
 
 
 

会
計
予
算 

 
 
 
 
 
 
 
 

新
役
員
の
改
選 

・
そ
の
他 

 

・
創
立
40
周
年
記
念
行
事
を
10
月
３
日
（
土
）

に
開
催
予
定 

 
 
 

 

 
 

・
40
回
作
品
展
の
計
画 

 
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会
は
広
報
委
員
会
に
組

み
込
ま
れ
ま
し
た
。 

 
 

・
総
会
に
、
よ
り
多
く
の
会
員
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
案
内
の
方
法
を
検
討
中 

              

次
回
役
員
会 

８
月
22
日
（
土
）
18
時
30
分
よ
り 

杉
田
地
区
セ
ン
タ
ー
集
会
室
A 

  
 

平
成
26
年
度 

事
業
報
告
（
事
業
部
） 

【
作
品
展
】 

平
成
27
年
１
月
13
日
（
火
） 

～
18
日
（
日
） 

６
日
間
「
か
な
っ
く
ホ
ー
ル
」
に
て
「
友
の
会
作
品

展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

（
入
場
者
数
）
７
５
５
名 

（
出
展
者
数
）
40
名 

 

（
作
品
出
展
数
）
３
６
６
点
で
し
た
。 

 

・「
か
な
っ
く
ホ
ー
ル
」
は
駅
か
ら
も
近
く
、
作
品
の

搬
出
入
も
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
と
同
様

の
会
場
に
い
た
し
ま
し
た
。
搬
出
入
も
車
か
ら
、
交
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通
機
関
を
利
用
し
て
の
方
が
、
多
く
な
り
ま
し
た
。 

・
昨
年
同
様
と
い
う
こ
と
で
、展
示
も
ス
ム
ー
ズ
に
、

短
時
間
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
搬
出
時
、

大
事
な
作
品
が
壊
れ
た
方
が
お
り
ま
し
た
の
で
、
今

後
は
み
な
さ
ん
の
状
況
を
細
か
く
、
確
認
し
な
が
ら
、

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

・
当
番
は
じ
め
、
今
年
度
も
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

来
年
度
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

・
詳
細
は
、
前
号
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご

参
照
く
だ
さ
い
。 

 

新
年
度
計
画
（
事
業
部
） 

 

今
年
度
の
事
業
部
の
活
動
は
、「
作
品
展
」
と
、「
窯

場
見
学
会
の
支
援
」
で
す
。 

 

「
作
品
ま
っ
て
ま
す
」 

「
色
々
あ
り
、
作
陶
も
難
し
く
な
っ
た
」
と
の
声

も
聞
き
ま
す
が
、「
や
れ
る
時
間
、
体
力
や
気
力
に
合

わ
せ
て
、
無
理
せ
ず
に
や
る
作
陶
も
大
事
な
ん
だ
」

と
、
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
私
で
す
。
作
品
展

で
、
皆
様
の
色
々
な
作
品
を
み
せ
て
い
た
だ
き
、
意

欲
と
、
元
気
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
、
私
だ
け
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

＊
今
年
も
「
作
品
ま
っ
て
ま
す
」 

「
作
品
展
」
の
会
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
八
月
の
役

員
会
で
報
告
い
た
し
ま
す
。 

＊
今
年
度
の
特
設
コ
ー
ナ
課
題
は
「
抹
茶
茶
わ
ん
」

で
す
。 

皆
様
の
力
作
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

＊
以
前
に
作
ら
れ
た
作
品
で
も
、
一
度
出
品
し
た
作

品
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

  

「
窯
場
見
学
会
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」 

「
見
学
会
の
支
援
」
と
は
、
立
案
者
が
い
ま
し
た
ら

支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

見
学
会
の
こ
と
で
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も 

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
で
き
る
こ
と
は
、
お
手
伝 

い
い
た
し
ま
す
。 

「
窯
場
見
学
会
」の
計
画
、実
施
も
楽
し
い
で
す
よ
。 

素
敵
な
出
会
い
が
あ
り
、
感
動
い
っ
ぱ
い
で
す
よ
。 

ど
な
た
か
、
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

や
り
だ
し
た
ら
、
や
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
よ
。 

（
清
水
） 

 

「
会
計
部
」
よ
り 

会
計
部
長
が
諸
事
情
で
１
月
末
に
退
会
さ
れ
た
の

で
、
26
年
度
決
算
書
及
び
27
年
度
予
算
書
作
成
作

業
を
石
井
会
計
監
査
役
に
助
言
を
頂
き
、
書
面
の
確

認
は
会
長
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

「
も
っ
た
い
な
い
コ
ー
ナ
ー
」 

 

★
灯
油
窯
を
差
し
上
げ
ま
す
。 

シ
ン
ポ
製 

Ｋ
Ｔ
Ｂ 

90
Ｓ 

窯
内
寸
法 

間
口
74
㎝ 

奥
行
47
㎝ 

深
さ
56
㎝ 

ご
希
望
の
方
は
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

★
不
用
の
電
動
ろ
く
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
報
部 

                  

今
年
の 作

品
展
よ
り 
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第 1６２号 
(平成 27 年７月１日発行) 

発行人 横浜陶芸友の会  

会長 高橋 光男 

編集責任者 広報部長 吉良謙 

 

 

 

専修部 秋期焼成会のお知らせ 
「友の会だより 161 号（27.4.1）」でもお知らせしたように、27 年

度の焼成会も「木の葉天目」を行います。焼成方法等を種々検討し

た結果、高い確率で木の葉の転写を実現することができました。か

なり期待できますので、多くの方の参加をお待ちしております。 

 

＜実施内容＞ 

1 木の葉天目への参加 

（１） 焼成済みの天目作品をご持参ください。器の形は、カ

ーブのきついものは葉の灰が定着しにくいので、皿な

どある程度底面積のあるもの。なお、ご自身で焼成で

きない場合は、7月上旬までに井上（TEL  /Fax ）

までご連絡ください。こちらで焼成します。 

（２） 素焼き済み作品で参加することもできます。(この場

合は昨年と同様、受付日に天目釉掛けとなります。) 

（３） 木の葉を抑える陶片をご持参ください。 

 

2 例年通り、天目以外の釉薬や白化粧作品の焼成も受付します。 

 

3 日程(時間厳守) 

o 作品受付 ９月 ６日(日) １０時～１１時 

o 釉薬掛け ９月２０日(日)  ９時～１１時３０分 

o 作品引渡 ９月２７日(日) １０時～１１時  

 

4 焼成代 

o 素焼きと本焼き  １００ｇ １００円 

  従来１８０円でしたが今年度は試行的に値下げしました。 

   

 

編
集
後
記 

 
 

赤
星
さ
ん
に
は
毎
回
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
だ

四
コ
マ
漫
画
「
陶
陶
さ
ん
」
の
原
稿
を
締
切
に

遅
れ
ず
に
寄
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
編
集
後

記
に
毎
回
苦
労
す
る
身
に
は
感
謝
感
謝
で
す
。 

 

表
札
と
言
え
ば
、
京
都
の
町
家
の
入
口
に 

染
付
の
小
皿
が
掲
げ
て
あ
る
の
を
見
て
、
中
々

洒
落
た
事
を
す
る
な
と
思
っ
た
こ
と
が
有
り

ま
す
。
こ
ん
な
使
い
方
も
あ
る
の
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

季
楽
軒 

今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
半
年
が
た
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
特
に
最
近
、
時
間
が
早
く
た

つ
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
後
半
は
、
創
立
40
周
年
記
念
式
典

（
懇
親
会
）
や
昨
年
に
引
き
続
い
て
の
木
の
葉

天
目
の
焼
成
会
（
専
修
部
）
な
ど
興
味
あ
る
行

事
が
目
白
押
し
で
す
。
是
非
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ

て
参
加
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
日
方 

 


